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1　は　じ　め　に

岩手県では昭和55年度の冷害を契機にビニールハウスが

積極的に導入され，現在522鹿，延作付面積792血Z，うち

50％に当たる395血‖こホウレンソウが作付されている。し

かし単位収量やハウスの利用回数が少ないこと等から，十

分な経営成果をあげることが出来ないでいる場合がある。

そこで，県内陸部水田・畑作地帯の西根町田頑地区と，

県北部沿岸小規模畑作地帯の久慈市麦生地区で，作型別栽

培実証試験による生産販売の実態調査を行い，作付回数によ

る収益性と産地形成上の問題点を明らかにしたので報告する。

2　調査地区における雨よけホウレンソウの栽培状況

川西根町田頑地区

当地区は農家戸数670戸，水田737血，普通畑187血，

牧草畑989れ乳牛1．210頑，和牛255頑，1戸当たり平

均耕地面積は1．5血王で水田，畑を主とする農業地帯である。

雨よけホウレンソウの栽培は，昭和55年冷害を契機に複

合部門として2．2如（65戸）栽培された。その後，野菜作

柄安定組合特別対策事業（国庫）等を活用して栽培面積の

拡大が行われ，和和59年度には栽培農家183戸（西根町農

協田頑支所野菜生産部会）でハウス面積13血，延作付面積

表1雨よけホウレンソウの作型別栽培状況（59年）

65加，販売金額2億3百万円となっている。なお，1戸当た

り平均ハウス面積は78で，同販売額110万円をあげている。

12〉久慈市麦生地区

当地区は農家戸数45戸，水田15血，普通畑23血，繁殖豚

62頑で，1戸当たり平均耕地面積は0．8血の小規模畑作地

帯である。

雨よけホウレンソウの栽培は，昭和54年度からはじめた

「やませ地帯等営農試験地設置事業（県単）」の技術改善

試験で試作したのを契掛こ，55年度に団地営農試験で「緊

急代作作付促進事業（県単）」によりビニールハウス17棟

（0．17血）を13戸に導入，その後，特産野菜団地育成事業

（国庫）等により栽培面積が拡大された。

昭和58年度以降は麦生野菜生産組合29戸によりハウス面

積1．8鹿，延作付面積5．7血，販売金額2，300万円，1戸

当たり平均ハウス面積6．1¢，同販売額79万円となっている○

（3）雨よけホウレンソウの作型別栽培状況

59年度における両地区の作型は，5－10月までの期間で

夏まきが主体である。日］頑地区ではこの期間に4．5回，麦

生地区は4回の作付となっている1）（表1）。

なお，水軋畑作地帯の田東地区では有力な複合作物と

して，また′小規模畑作地帯の麦生地区では経営の基幹部門

として育つとともに，この期間の保有家族労働力の有効利

　　 域

項 目　 作 型

西　 根　 町　 田　 頭 久　 慈　 市　 麦　 生

l 作 2　 作 3　 作 4　 作 4．5 作 1 作 2　作 3　作 4 作

帥 0

l 戸 当 た り 裁 培 面 積
1 0 0 0 J 1．0 0 0 1，0 0 0 1．0 0 0 5くけ ∽ O J 6 0 0 60 0

（2 0 0 J x S 棟 ） （2 0 0 J x S 捜 ） （2 00 J x 5 撫 ） （20 0 J x ％ 練 ） （20 0 J x 6 線 ） （10 0 J x 6 棟 ） （10 0 J x 6 棟 ）（10 0 d x 6 棟 ） （l（加 わ り 棟 ）

口　　　　　　　 種 ミ ン ス ク ー ミ ン ス ク ー ミ ン ス ク ー
ア ト ラ ス

ソ ロ モ ン

ア ト ラ ス

ソ ロ モ ン
T G　 － l オ ラ ク ル オ　 ラ ク ル ア ト フ ス

ソ ロ そ こ′

播　 種 買 始 芸 5 月 2 日 6．1 3 7 ．13 8 ．1 1 9 ．1 1 5 月 7 日 6． 9 7．10 8 ．14

～　 2 5 ～　 2 4 ～　 24 ～　 2 3 ～　 2 1 一一　 6． 5 ・－　 7． 4 ～　 8．1 1 ～ 9．20

9 ．10収　 穫 芝 始 芸 ‘月 5 日 7． 7 8． 5 9． 4 10 ． 7 6 月 4 日 7． 3 8． 4

～ 17 ～　 2 0 ～ 1 9 ～　 2 0 ～　 2 5 ～　 30 ～　 8， 2 ～ 9． 7

25

～ 1 0．1 2

2 7生　 育　 日　 数 28．5 日 24 2 3 24 Zも 28　 日 24

l 榛 当 た り収 穫 日数 3．5 日 3 3 3 3 ．5 3．5 日 3 3 3 ．5

用を実現している。

3　ハウスの利用回数と収益性及び労働時間

（1）利用回数と収益性

ハウス1棟（100〝り当たり作付回数別収益性は表2の

とおりで，年1回作付の場合の所得及び所得率は3，112円

（6．3％）で極めて低い，特に，所得及び所得率は年1回

作付の場合3，112円（6．3％）と極めて低い。しかし，2

臥36，981円（37．4％），3臥71，133円（47・9％），4

臥105．604円（53．3％），5回，1仙077円（56・6％）

と作付回数が多くなるに従い所得，所得率が大幅に増加す

ることが明らかである。
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衰2　ハウス1棟（100記）利用の場合の収益性
利　　 用　　 回　　 歓

1 2 3 4 5

粗
収 量 （C S ／5．匂） 18 3‘ 54 ’ 72 90

収 申 価 （C S ／51り） 2．75（l 2，750 2 ．750 2，750 2．750

益 粗　 収　 益　 （円） 49 ．500 99．000 148 ．500 198．0 仙 247．50 0

傭

種　　　　　　 虚 1．155 2．3 10 1．465 4．°20 5．775

肥　　　　　 料 3．開 8 4．741 5 ．310 5．5 61 5．810

農　　　　　　 藁 59 1 18 177 2 3i 294

用

農　　 機　　 具 2．2 73 2．273 2．273 2．2 7ユ 2．273

光　　　　　 触 150 300 450 b OD 750

施　　　　　 設 25．4埴 25．448 25．4 48 25．4 掴 25．仙8

円 法　　 材　　 料 3．537 7．074 10．引 l 14．148 17．‘8 5

流　　　　　　 通 9．8 78 19．75 5 29．1 33 汎 5 10 49．38 8

汁 佃．3 88 ‘2．0 19 77．3 67 92．39 6 107．42 3

所　　　　　　　 組 （円） 3．112 3h 98 1 71．13 3 川 5．帥 4 140．07 7

所　　　 得　　　 率 （％） 6．3 37．4 47．9 53．3 56．6

労　 働　 時　 間
時 37．7 75．1 1 13．1 150．8 180，5

人 4．17 9．4 3 14．14 相．8 5 23．5 6

l 日当た り労 鴨報酬 （円） 74 6 3．922 5．0 31 5．°0 2 5．94 8

損分
岐

益点

家族労儀雷 を見
積 った場合 （1
人 1 日5．0 00 円 ）

金煽 90．4 16 124．835 ＝ 7、398 1‘9 ．07‘ 190 ．784

指数 32．9 45．1 53．6 ‘1．5 も9．4

以上のことから，ハウスの作付回数は収益性からみて年

4－5回使用することが望ましい。また，年4回作付した

場合のハウス1枚（100〝り当たり損益分岐点は1軋076

円で61．5箱（1箱5毎）以上の販売が必要である（図1）。

ほI労働時間

ハウス1棟（100ガ）の1作当たり総労働時間は37．7時

間でそのうち，最も多いのは収穫調整時間で27．8時間（73．3

％）である。また収樺日数は3日で，他産地に比べ1－2

日短縮し，かつ，A品率100％を実現している。

これは，両地区とも生産技術レベルが高く生育揃いが良

いことや，家族労働で組作業を実現していることが大きな
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198．000円（72努）

100J当たり収量（窮）

図1ハウス100撼当たり損益分岐点図
（年4回作付・72箱）

要因である。

また，作業別労働時間は施肥0．3，耕起整地0」，かん

水の0．2，は種0．3，薬剤散布0．3，間引除草7．6，収穫

調整27．8，その他0，9時間となっている。

更に，栽培従事者は田頑地区では夫婦2人（49才）によ

り，主に朝どり収穫である。麦生地区では主に「主人の妻

（44才）」が全体の72．4％を占め，これに労働の補助担当

者として高齢者（68才）が21人はど従事し朝どりを主体に，

夕方も収穫するようにしている。なお，高齢者の農作業参

加により家庭内における会話，近隣同志のコミュニケーショ

ンの場となり生きがいにも役立っている。

4　雨よけホウレンソウ栽培の経営的意義と産地形成上の

問題点

川　経営的意義

①天候に左右されることなく生産が可能で，軽労働であ

ることから婦人，高齢者でも従事出来，有利な複合部門と

して位置づけられる。㊥1作当たり栽培期間が25日と短く，

資金回転を早めることが出来る。㊥生育適温が15～25℃と

低いことから沿岸のヤマセ気象と，県北部畑作地帯の冷涼

気象を有効に活用出来る。④この期間（6－10月）の市場

価格が比較的安定している。⑥計画的労働配分により夏期

農業労働力の有効利用が可能である。

（2）産地形成上の問題点

①1戸当たりハウス面積規模は現状では600～700ガで

あるが，1人当たり400－500材のが栽培が可能と考えら

れる。したがって，農家の現保有労働力を3人としてこれ

を有効に活用することとすれば，1戸当たりハウス面積を

平均1，000抑こ拡大する必要がある。更に，1棟（100扉）

当り収量水準を9摘（18箱）以上とし，A品率は100％と

する。⑧後継者育成と新規栽培農家の増加を図る必要があ

る0⑨ハウスの後作として冬期間はミツバ，サントウナ，

ウドなどを栽培し連作障害防止とハウス周年利用による農

業所得の向上を図る必要がある。④栽培農家は無畜農家が

多いので畜産農家との連けいにより堆厩肥の確保を図ると

ともに，自ずからももみから堆肥等の生産を行ない安定生

産に努める必要がある。
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